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第
３
回
定
例
会

●
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画

　
「
過
疎
地
域
の
持
続
的

発
展
の
支
援
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
が
制
定
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
県
が
定
め

る
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

方
針
に
基
づ
き
、
計
画
を

作
成
す
る
も
の
で
す
。

（
計
画
期
間
５
年
）

　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

問

計
画
策
定
の
要
点

を
示
し
て
ほ
し
い
。

答

新
過
疎
法
は
12
年

ぶ
り
の
大
き
な
改
正
だ
。

　

今
回
、
都
市
部
に
は
な

い
地
域
の
魅
力
を
引
き
出

し
て
い
く
た
め
の
人
材
育

成
、
ま
た
、
移
住
、
定
住

で
人
の
つ
な
が
り
を
重
視

し
て
ソ
フ
ト
面
を
拡
充
し

て
い
く
と
こ
ろ
が
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

町
道
、
林
道
、
農
道
と

い
っ
た
基
幹
的
な
も
の
は

計
画
の
50
％
以
上
を
占
め

て
い
る
。

　

今
回
、
重
視
し
た
ソ
フ

ト
面
で
は
、
新
し
く
定
住

支
援
員
の
制
度
を
設
け
た
。

問

計
画
策
定
に
住
民

の
意
見
を
ど
の
程
度
反
映

さ
せ
た
の
か
。

答

町
の
上
位
計
画
と

し
て
長
期
総
合
計
画
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
、
地
域
福

祉
計
画
、
第
８
期
介
護
保

険
事
業
計
画
と
い
っ
た
毎

回
実
施
し
た
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
今
回

の
施
策
に
盛
り
込
ん
だ
。

十
分
で
は
な
い
が
、
住
民

の
意
向
を
反
映
し
た
計
画

だ
。問

新
た
に
過
疎
債
を

充
当
し
よ
う
と
考
え
て
い

る
ソ
フ
ト
関
係
は
何
か
。

答

現
在
、
空
き
家
改

修
、
新
築
住
宅
の
支
援
事

業
に
充
当
し
て
い
る
。
充

当
可
能
な
事
業
と
し
て
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
、
定

住
促
進
、
保
育
所
の
運
営

が
考
え
ら
れ
る
。

　

新
規
事
業
と
し
て
は
、

定
住
促
進
に
絡
む
事
業
。

産
業
の
部
分
で
は
、
た
め

池
の
改
修
、
中
山
間
直
接

支
払
交
付
金
、
道
路
改
修
。

生
活
環
境
で
は
、
公
営
住

宅
の
ト
イ
レ
改
修
、
資
源

ご
み
集
団
回
収
助
成
。
子

育
て
環
境
の
確
保
、
高
齢

者
関
係
、
小
学
校
の
ト
イ

レ
改
修
、
空
調
設
備
。
地

域
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

部
分
の
家
庭
用
照
明
Ｌ
Ｅ

Ｄ
の
事
業
な
ど
、
半
分
以

上
が
新
規
事
業
で
あ
る
。

問

木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
活
用
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
あ
る
が
、
中
途
半

端
だ
。
も
っ
と
推
進
す
べ

き
だ
。

答

木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
活
用
が
進
ん
で
い
な
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
も
あ
る

が
、
関
係
者
と
協
力
し
て

進
め
て
い
き
た
い
。

問

Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ

タ
ー
ン
、
Ｊ
タ
ー
ン
の
促

進
と
あ
る
が
、
し
っ
か
り

や
っ
て
ほ
し
い
。

答

定
住
、
移
住
と
関

係
人
口
、
色
々
な
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
き
っ
か
け
を

作
り
、
定
住
し
て
も
ら

う
。
住
所
は
置
い
て
な
い

が
居
住
し
て
も
ら
う
な
ど
、

や
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
よ
う
に
情
報
発
信
し
て

い
く
。

●
過
疎
地
域
に
お
け
る
固

定
資
産
税
の
特
別
措
置
に

関
す
る
条
例
の
全
部
改
正

　

町
の
過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
策
定
に
合
わ

せ
て
、
課
税
免
除
の
対
象

拡
充
及
び
適
用
期
間
の
延

長
等
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

●
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

番
号
の
利
用
及
び
特
定
個

人
情
報
の
提
供
に
関
す
る

条
例
及
び
個
人
情
報
保
護

条
例
の
一
部
改
正

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成

を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
が

こ
ん
な
質
疑
を

　
　
行
い
ま
し
た

9 月１０日から 9月１６日まで第 3回定例会が開かれ、
過疎地域計画１件、条例の全部・一部改正各１件、指定管
理者の指定１件、専決処分１件、補正予算５件が提出され、
全て原案のとおり可決しました。
同時に提案された令和２年度一般会計等の決算認定は、

「決算特別委員会」を設置し、閉会中に審査することになり
ました。
また、意見書２件が提案され、１件は可決し、もう１件
は否決しました。
一般質問は、６議員が行い、町執行部の取り組み等を問
いました。
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（
賛
成
全
員
）

問

引
き
続
き
契
約
を

し
た
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
。

答

今
回
の
選
考
が
１

社
の
み
の
応
募
に
な
っ
た
。

　

選
考
委
員
６
名
の
メ
ン

バ
ー
は
、
住
民
代
表
３
名
、

役
場
執
行
部
か
ら
３
名
と

し
た
。

　

着
眼
点
や
視
点
は
７
つ

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
。
①

公
共
施
設
の
設
置
目
的
、

管
理
制
度
を
十
分
理
解
し

て
い
る
か
。
②
法
人
の
経

行
政
機
関
個
人
情
報
保
護

法
、
ま
た
独
立
行
政
法
人

等
個
人
情
報
保
護
法
の
３

本
の
法
律
を
１
つ
に
統
合

す
る
。
全
体
の
所
管
を
個

人
情
報
保
護
委
員
会
に
一

元
化
す
る
。

　

個
人
情
報
保
護
委
員
会

は
、
内
閣
府
設
置
法
に
よ

り
置
か
れ
、
内
閣
総
理
大

臣
が
所
管
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

●
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定

　

町
の
宿
泊
施
設
等
の
指

定
管
理
に
関
す
る
契
約
が

本
年
度
末
を
も
っ
て
満
了

と
な
る
た
め
、
令
和
４
年

４
月
か
ら
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
、
公
募

を
行
っ
た
後
、
選
定
委
員

会
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
大
阪
府
泉
大
津

市
我
孫
子
１
２
９
番
地
の

「
株
式
会
社
フ
ラ
ッ
ト
・

フ
ィ
ー
ル
ド
・
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
ズ
」
を
指
定
す
る

も
の
で
す
。

（
指
定
期
間
５
年
）

令
和
３
年
９
月
１
日
に
公

布
さ
れ
、
行
政
手
続
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
（
賛
成
８
名
）

問

本
町
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
に
よ

る
登
録
者
数
は
ど
う
か
。

答

昨
年
時
点
で
９
４

２
枚
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
交
付
し
て
い
る
。

今
年
度
も
件
数
は
増
加
し

て
い
る
。

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
啓
発
等
は

考
え
て
い
る
の
か
。

答

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

が
つ
く
と
か
、
期
間
が
延

長
さ
れ
た
と
か
、
窓
口
で

対
応
し
て
い
る
。

問

今
回
の
改
定
で
は
、

記
録
の
訂
正
の
場
合
の
提

出
先
が
法
務
大
臣
か
ら
総

理
大
臣
に
変
わ
っ
た
こ
と

の
理
由
は
な
に
か
。

答

法
律
が
改
正
さ
れ
、

国
の
個
人
情
報
保
護
法
と

営
状
況
、
財
務
状
況
。
③

管
理
運
営
し
て
い
く
中
で

の
組
織
体
制
。
④
計
画
性
、

提
案
の
実
現
可
能
性
。
⑤

収
支
計
画
の
妥
当
性
、
事

業
計
画
の
整
合
性
。
⑥
個

人
情
報
、
顧
客
情
報
の
取

扱
い
、
職
員
の
安
全
管
理
、

危
機
管
理
の
考
え
方
。
⑦

類
似
し
て
い
る
施
設
の
管

理
運
営
、
実
績
。

　

そ
れ
ぞ
れ
７
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
対
し
て
各
５
点
満

点
で
委
員
が
採
点
し
た
結

果
、
１
０
０
点
満
点
換
算

で
89
点
と
非
常
に
評
価
が

高
か
っ
た
た
め
、
引
き
続

き
契
約
す
る
と
い
う
結
果

に
な
っ
た
。

問

町
か
ら
指
定
管
理

者
に
要
望
し
た
こ
と
は
何

か
。答

指
定
管
理
上
の
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
３
つ
あ
る
。

①
雇
用
の
確
保
と
安
定
。

②
町
の
事
業
、
施
策
を
推

進
し
て
い
く
協
力
体
制
を

と
っ
て
ほ
し
い
。
③
住
民

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
企
業

努
力
を
自
主
的
に
や
っ
て

ほ
し
い
と
お
願
い
し
て
い

る
。問

施
設
内
容
の
見
直

し
の
話
は
し
た
の
か
。

答

古
い
施
設
は
最
低

限
の
修
繕
を
す
る
。
働
き

方
改
革
で
雇
用
の
安
定
も

含
め
、
閑
散
期
と
繁
忙
期

で
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
運

営
し
て
い
く
。

　

既
設
の
施
設
を
応
用
し

て
新
た
な
こ
と
を
や
ろ
う

と
い
う
提
案
も
あ
っ
た
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
・
専
決
処
分
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
１
０
０
７
万
円
を
増

額
し
、
予
算
総
額
88
億
２

８
０
９
万
６
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
長
期
に
わ
た

る
豪
雨
に
よ
る
土
砂
撤
去

の
重
機
借
り
上
げ
料
等
を

計
上
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

●
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）　

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
１
億
１
６
９
５
万
８

千
円
を
増
額
し
、
予
算
総

額
89
億
４
５
０
５
万
４
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
飲
食
業

等
事
業
継
続
支
援
金
、
地

域
観
光
資
源
磨
き
上
げ
実

証
事
業
、
豪
雨
災
害
に
係

る
農
地
農
業
用
施
設
災
害

復
旧
費
等
を
計
上
し
た
も

の
で
す
。　
（
賛
成
全
員
）

問

美
山
の
ジ
ビ
エ
工

房
の
空
調
設
備
を
改
修
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
中
津

指定管理施設（きのくに中津荘）
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ナ
対
策
と
し
て
の
事
業
だ

が
、
支
援
を
受
け
た
方
の

実
態
が
ど
う
な
の
か
調
査

し
た
の
か
。

答

前
回
７
月
に
受
付

を
し
た
が
、
従
業
員
５
人

以
下
は
30
万
円
、
６
人
以

上
で
は
60
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

　

町
に
申
請
し
た
方
は
、

５
人
以
下
の
小
さ
な
店
ば

か
り
で
、
事
業
イ
コ
ー
ル

生
活
に
か
か
っ
て
い
る
。

何
と
か
や
っ
て
い
け
る
と

喜
ば
れ
た
。

問

新
型
コ
ロ
ナ
の
終

息
ま
で
２
、
３
年
か
か
る

と
の
見
解
も
あ
る
。
国
の

支
援
策
が
途
絶
え
た
場
合

は
町
と
し
て
支
援
し
て
い

く
の
か
。

答

今
年
度
、
コ
ロ
ナ

支
援
金
を
計
上
し
て
い
る
。

余
っ
て
く
る
分
が
あ
れ
ば
、

新
た
に
事
業
者
支
援
分
と

し
て
補
正
す
る
こ
と
も
あ

り
得
る
。

問

観
光
資
源
磨
き
上

げ
実
証
事
業
に
つ
い
て
具

体
的
な
説
明
を
。

止
測
量
設
計
業
務
の
説
明

を
。答

上
和
佐
地
内
に
あ

る
た
め
池
で
、
受
益
地
が

な
く
、
地
元
水
利
関
係
者

や
区
か
ら
廃
止
要
望
が
出

て
い
た
の
で
、
池
の
廃
止

に
向
け
て
最
終
流
末
の
排

水
路
ま
で
調
査
を
行
う
こ

と
と
な
る
。

　

廃
止
後
の
跡
地
利
用
ま

で
は
地
元
と
の
協
議
が
進

ん
で
い
な
い
。

問

飲
食
業
等
事
業
継

続
支
援
金
は
、
新
型
コ
ロ

の
施
設
に
比
べ
て
活
用
し

づ
ら
い
と
思
う
。

　

今
の
利
活
用
の
状
況
は
。

答

令
和
２
年
度
は
５

回
で
あ
っ
た
。
多
い
時
で

も
10
回
ま
で
と
、
大
変
厳

し
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

原
因
は
自
家
処
理
の
割

合
が
高
か
っ
た
た
め
と
考

え
る
が
、
今
後
、
加
工
品

に
取
り
組
み
た
い
方
に
よ

る
利
用
が
か
な
り
見
込
ま

れ
る
の
で
、
改
修
予
算
を

計
上
す
る
も
の
で
あ
る
。

問

北
岡
谷
後
谷
池
廃

答

観
光
庁
所
管
の
１

０
０
％
補
助
の
単
年
度
事

業
で
あ
り
、
地
域
の
観
光

資
源
を
磨
き
上
げ
て
い
く

事
業
で
あ
る
。

　

今
回
の
採
択
で
注
目
さ

れ
て
い
る
の
は
「
日
本

一
」
が
多
い
と
い
う
こ
と

で
、
紀
州
備
長
炭
、
日
高

川
、
道
成
寺
、
ヤ
ッ
ホ
ー

ポ
イ
ン
ト
、
藤
棚
ロ
ー
ド

と
い
っ
た
観
光
資
源
に
関

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、

生
産
者
、
観
光
事
業
者
が

実
際
に
潤
う
持
続
的
な
メ

ニ
ュ
ー
や
事
業
を
探
し
て

い
く
こ
と
が
今
回
の
実
証

事
業
で
あ
る
。

問

地
方
交
付
税
額
は

一
昨
年
、
昨
年
と
ほ
ぼ
変

わ
ら
な
い
が
、
こ
れ
で
落

ち
着
く
の
か
。

答

令
和
２
年
度
は

思
っ
た
ほ
ど
減
っ
て
い
な

い
。
今
年
度
一
本
算
定
と

な
っ
た
中
で
は
、
地
方
に

重
点
を
置
い
た
項
目
を
は

じ
め
と
し
た
新
た
な
交
付

税
算
定
上
の
項
目
が
追
加

さ
れ
て
い
る
。

　

支
所
配
置
に
係
る
経
費

も
加
味
さ
れ
て
お
り
、
全

体
的
に
増
額
さ
れ
た
結
果
、

今
年
度
の
普
通
交
付
税
の

額
が
確
定
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）　　

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
１
５
７
６
万
７
千
円

を
増
額
し
、
予
算
総
額
14

億
６
４
２
９
万
５
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
歳

入
に
前
年
度
繰
越
金
等
を

計
上
し
、
歳
出
に
基
金
へ

の
積
立
金
等
を
計
上
す
る

も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

●
国
民
健
康
保
険
事
業
川

上
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
25
万
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
９
９
７
２
万
９

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
医

療
事
務
用
の
パ
ソ
コ
ン
を

購
入
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
２
０
７
万
３
千
円
を

増
額
し
、
予
算
総
額
２
億

９
０
１
５
万
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
歳

入
に
前
年
度
繰
越
金
を
計

上
し
、
歳
出
に
保
険
料
負

担
金
を
追
加
す
る
も
の
で

す
。　
　
　
（
賛
成
全
員
）

●
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ

ぞ
れ
５
１
４
万
５
千
円
を

増
額
し
、
予
算
総
額
14
億

４
１
６
１
万
２
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
歳

入
に
過
年
度
収
入
等
を
計

上
し
、
歳
出
に
返
還
金
等

を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
（
賛
成
全
員
）

ジビエ工房（美山）
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5 ひだか川議会だより

上程議案
※全賛…全員賛成で同意・承認・可決・認定・採択
　賛多…賛成多数で同意・承認・可決・認定・採択
　賛少…賛成少数で不同意・不承認・否決・不認定・不採択

結　

果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

熊
谷  

重
美

原　

  

孝
文

山
本  
喜
平

吉
本  
賢
次

入
口  　

誠

山
本  

啓
司

龍
田  

安
廣

伊
奈  

禎
胤

堀　

  

辰
雄

小
畑  

貞
夫

堀
江  

才
二

井
藤  

満
人

条例の改正・制定 （
注
）議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。賛
否
同
数
の
場
合
の
み
、「
議
長
採
決
」と
し
て
表
明
。

日高川町過疎地域における固定資産税の特別措置に関する条例の
全部を改正する条例について 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日高川町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関す
る条例及び日高川町個人情報保護条例の一部を改正する条例について

賛多 ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

専決処分・補正予算
専決処分の承認を求める件について

（令和３年度 日高川町一般会計補正予算（第２号）） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度 日高川町一般会計補正予算（第３号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度 日高川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度 日高川町国民健康保険事業川上診療所特別会計補正予算（第２号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度 日高川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和３年度 日高川町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他
日高川町過疎地域持続的発展計画について 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日高川町公の施設に係る指定管理者の指定について 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委・発議
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提出 全賛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立てに使用しないよう求める意見書の提出 賛少 ○ ○ ○ × × × × × × × ○

決算
令和２年度 日高川町一般会計歳入歳出決算の認定について

　決算特別委員会を設置して付託
　委員は、議長・監査委員を除く議員 10 名

　委 員 長：入口　誠議員
　副委員長：小畑貞夫議員

令和２年度 日高川町笠松農業用水及び公共用水管理運営特別会計
歳入歳出決算の認定について

令和２年度 日高川町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度 日高川町国民健康保険事業川上診療所特別会計歳入歳
出決算の認定について

令和２年度 日高川町国民健康保険事業寒川診療所特別会計歳入歳
出決算の認定について

令和２年度 日高川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度 日高川町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度 日高川町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度 日高川町川上財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度 日高川町寒川財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

令和２年度 日高川町水道事業会計決算の認定について

9月定例会 審議議案と議員の賛否 ○：賛成　×：反対　欠：欠席




